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l は じめに

当センターでは明治時代からスイカの育種カイ予われ,W3

和初期には
`大

和3号
' と

 て甘露
'の

交配種
`新

大和
'

が育成された 当 センター内の種予貯蔵庫には,こ れら

品種 系 統や海外から導入された品種力約 80種保存されて

いる こ のように,当 センターはスイカの育種,栽 培,保

存をはじめ,県 内種首会社への技術的支援を行ってきた

ボツワナ共和国のカラハリ砂漠地帯はスイカの原産地であ

り,ス イカをはじめウリ科植物の追伝資源の宝庫である

現地のサン族は野生スイカをはじめとする約3∞種の有用

野生植物を数千年にわたり利用してきたが,カ ラハリ砂漠

は水河期を経験しておらず)個 々の野生種は未だに系統化

されていない 有 用野生植物の分子レベルでの品種系統化

や機能性の探索は重要な課題となっている

アジア ア フリカ字術基盤形成事業 「ボストゲノミク

ス研究によるカラハリ砂漠資源野生植物の高度利用基盤の

確立」(代表 :奈良先端大 横田明精教授)の
一環として

21X17年2月み日から3月 5日 まで,ボ ッワナ共オ8国が有す

る遺伝子資源を調査する機会を得たので,そ の概要を報告

する

2 ボ ツワナ共和国

ボツワナ共和国は,高 アフリカ共和国の北隣で、すミビ

ア ア ンゴラ ザ ンビア ジ ンバブエに図まれており,面

積は日本の約1幹 で,人 口は1的万人である 音 都はハボ

ロネで,言 語は英語(公月語)ツ ワナ語力引費用され,独 立

後(1967年)にダイヤモンドが見つかったことで経済的には

豊かな日であり,教 育や福祉力琉 実している 気 候は雨季

(11～3月 )と乾季(4月～10月)があり,年 間降水量は2m

～7∞mと 非常に少ない 目 上の殉%は 高回帰線が通るカ

ラハリ砂漠で,手 つかずの自然力減 つている

3 農 務省農業研究部

農務省農業研究部では遺伝資源の保存や栽培試験が行わ

約3000点が保存されている種子貯蔵庫

第 1図 ボ ツワナ共和国農務省
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れており,最近植物バイオ研究に着手した(第1図)ま た,

スイカ属を中心にツルガム! トウモロコシ,カ ウピーなど

約3、OrO種の植物を保有し, 3℃ の種子貯蔵庫で保存され

ている 国 場ではスイカ, ピーナッツおよびトウモロヨシ

などカヤ1付けされており!耐 乾燥性を有するボツワナに適

バイオ研えのセッティング
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した品種の育成が課題とされている 栽 培種として利用さ

れているスイカ(0劇 ぃ肱 体 var力И的 は,種 子を食べ

タイブ(韓●d wPe;早 く火が通るように種子が津く赤色

),煮 て食べるタイプ(cmtuls,pe t糖度4以下で来

は白色),生 食潟タイプ(IIFs1 5PC)の3種類がある(第2

【た,

など

され

ヨシ

に通

ゲの一種)   カ ウビーの採種圃場

記録的な少雨でほとんど精死

している状態

第 3図 種 首管理七ンター

育種途中の栽培スイカ

第 2図 研 究□場の様子

砲日官理センター

に隣接している種苗管理センターは,ボ ッワナ共

国内の種古を管理し,種 子の配布を行っている(第3

ソルガム, トウモロヨシおよびカウピーにおいては,

種を種苫管理センターが保有し,原 種を採種農家に配

白色果肉で水っぽい野生スイカ

第 4図 カ ラハリ砂濃に自生する野生スイカ

整然と積まれた原種

カウビー (ササゲの一種)

Ouneo憎 士から説明を受ける

カラハ リめ 美

一年前に収穫されたスイカ

自生する野生スイカ
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布 して,生 産された種子を採種農家から購入している こ

れら作物のほとんどは固定種であるがブツルガムの 1品種

だけはFlである 国 内生産の 1年 間分の在庫をス トックし

ており,2007年 の 1月 ～2月 は雨季にもかかわらず,記 録

的な小雨で採種ができなかったことから在庫が役に立つと

のことであった 包 妻代や輸送代などで赤字経営となって

いるが国策の事業として成り立っている 一 方,野 菜の種

子は海外の種苗会社から購入している

4 カ ラAり 砂寝周辺

農務省研究所の詢方が,ボ ツワナでも年間峰雨量力規 も

少ない(250m)地 域であるカラハリ砂漠の臨ngにある こ

の周辺では野生スイカ(am』 七.肪 体 var dttM劫 が自生

しており,ス イカの起源地とされている 野 生スイカは栽

培スイカより小さく,果 実は円形で硬く,薄 緑色の果皮に

緑色の縞力次 り,果 内は自色(精度 4以 下)でrE子は緑色～

茶色であった(第4図 )カ ラハリ砂漠で暮らす狩猟民族は

この野生スイカを飲み水,料 理用の水,体 を洗う水として

本U用してきた 野 生スイカは,夏 の雨季に発チして大きく

育ち, 2月 から3月 に力対)て来実を実らせる そ の間,根

は深く地下水を求めて発達し,根 の表面は木質化して内部

は貯蔵組織となり,果 実は何年も腐敗しない そ の他の自

生 植 物 と して ,働 例 筋 sa材 o加 “̀や ム●a■加 すlwじ 理 ″び卸 四

など力説 記できた

5 栽 培機家の視察

首都ハボロネから80hn程離れたMtthudi村 とMolcPole村

の栽培圃場を視察 した M∝ hodi村ではスイカ(クリムゾ

ンスイート,コ ンゴ)チ ャールス トングレー
,中 国系小王)

が2 ha栽培されており,他 にヘチマやすすゲなどが栽培さ

れていた 近 くの川から水をくみ上げチューブ湛水されて

いたが水が,汚 れているためフィルターがしばしt拝首まる

とのことであった(第5図 )巾 的loPol●村では,キ ャベッ,

ケール,ス イカ,カ ポチャ, ツルガムおよびメイズなどが

栽培されていた 近 くのダムから水をくみ上げ畝問題水を

しており,育 首床も設けられていた(第6図 )両 者とも化

学肥料は用いず,鶏 糞を5～ 10 t lla施】E(元"Eのみ)して

いた

チューブによる湾水

第 5図 Mochudi村での戒培

ソルガム          ト ウモロコシ

第6図 Moに pde村 での栽培

スイカ栽培 (2 ha)

川からのポンブアップ

ケール
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ラハリ砂漠の追酷な環境で生育している野生スイカの

を解明することにより,耐 署性や耐乾性に

る遺伝子,あ るいは抗酸化など機能性に関与する遣

見出されるであろう 優 長野生スイカの選抜 育 種

活用によって,奈 良県の農業振案や種苗産業の活性化

つと思われる 現 在,奈 良先競科学技術大学院大学

心となって設立された(株)植物ハイテック研究

野生スイカに含まれるシトルリンカ油 性酸素消去

優れていることを証明し,野 生スイカを原料とした

ンク剤を開発 販 売している

鶴

―
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